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「
ハ
イ
ラ
ル
」
敗
戦
記 

静
岡
県 

 

清 
 
 

初 

生 
 
 

  

静
岡
県
富
士
郡
富
丘
村
大
中
里
一
七
八
七
番
地
に
お
い

て
自
作
農
兄
弟
十
人
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
兄
弟
十
人

の
内
、
男
七
人
、
女
三
人
、
現
在
男
子
三
人
、
女
子
二
人

生
存
中
な
り
。
小
生
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
富
丘
尋

常
高
等
小
学
校
卒
業
。
家
業
の
農
業
を
手
伝
い
な
が
ら
夜

間
青
年
学
校
に
通
学
。 

 

昭
和
十
六
年
、
弟
と
二
人
で
徴
用
工
と
し
て
名
古
屋
の

軍
需
工
場
に
入
社
。
弟
は
名
古
屋
の
海
軍
工
廠
、
小
生
は

名
古
屋
南
区
大
同
製
鋼
星
崎
工
場
、
殺
人
工
場
と
し
て
名

高
い
工
場
で
あ
っ
た
。
工
場
は
あ
る
民
家
を
買
い
上
げ
鳴

尾
寮
と
い
う
所
に
案
内
さ
れ
た
。
陸
軍
の
除
隊
兵
の
下
士

官
が
寮
長
と
し
て
軍
隊
生
活
と
同
じ
様
に
起
床
か
ら
始
ま

り
、
隊
列
を
組
み
工
場
へ
出
勤
し
、
真
っ
赤
に
焼
け
た
鉄

が
熱
く
、
我
々
百
姓
出
身
者
に
は
向
か
な
か
っ
た
。 

 

腹
は
減
り
へ
と
へ
と
だ
っ
た
。
入
浴
を
済
ま
せ
、
会
社

の
寮
食
堂
で
食
事
を
済
ま
せ
、
寮
に
帰
り
自
習
及
び
着
る

物
の
繕
い
を
す
る
。
寮
母
が
い
て
指
導
を
受
け
た
。
会
社

は
重
砲
の
砲
身
、
ま
た
機
関
銃
等
と
色
々
な
も
の
を
製
造

し
て
い
た
。
こ
ん
な
会
社
で
働
く
よ
り
軍
隊
に
入
っ
た
方

が
良
い
と
決
心
し
、
志
願
し
、
甲
種
合
格
。
在
外
部
隊
を

志
願
し
た
。
そ
し
て
よ
う
や
く
家
に
帰
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 

さ
て
入
隊
の
通
知
が
来
た
、
一
月
十
日
ま
で
に
福
岡
に

集
合
せ
よ
と
の
こ
と
。
盛
大
な
送
別
会
で
西
富
士
宮
駅
よ

り
友
人
の
後
藤
政
雄
君
と
一
緒
に
熊
本
に
向
っ
た
。
汽
車

の
中
か
ら
絶
対
に
頭
を
出
す
な
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
名

古
屋
駅
で
車
窓
か
ら
頭
を
出
し
て
日
の
丸
の
旗
を
振
っ
た

ら
、
い
き
な
り
頭
を
た
た
か
れ
「
シ
ョ
ン
ボ
リ
」
し
て
九

州
ま
で
じ
っ
と
し
て
い
た
。 

 

福
岡
に
到
着
、
早
速
下
車
命
令
。
兵
隊
受
領
の
将
校
、

下
士
官
の
迎
え
で
あ
る
。
名
前
を
呼
ば
れ
各
所
に
集
合
、

旅
館
に
入
る
。
身
体
検
査
も
終
り
、
何
や
ら
分
か
ら
な
い

呼
ば
れ
た
ま
ま
に
集
合
場
所
に
行
っ
た
。
軍
服
を
渡
さ
れ
、

終
わ
る
と
乗
船
し
、
い
よ
い
よ
南
方
か
と
思
っ
た
ら
船
は

揺
れ
る
。
何
と
玄
界
灘
で
あ
る
。
船
が
停
船
、
下
船
す
る
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と
そ
こ
は
朝
鮮
の
釜
山
で
あ
っ
た
。
早
速
汽
車
に
乗
り
込

ん
だ
。 

 

北
へ
北
へ
と
走
る
。
到
着
し
た
と
こ
ろ
は
朝
鮮
第
二
六

部
隊
野
砲
隊
留
守
部
隊
で
あ
る
。
こ
こ
で
三
カ
月
間
過
ぎ
、

ま
た
移
動
命
令
。
汽
車
は
一
路
北
へ
向
っ
て
走
っ
た
。
静

岡
―
九
州
―
朝
鮮
。
今
度
は
ど
こ
へ
行
く
の
だ
ろ
う
。
五

個
分
隊
に
別
れ
、
各
々
将
校
、
下
士
官
付
き
添
い
で
北
へ

北
へ
と
。
古
年
兵
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
寒
い
の
が
身

に
し
み
た
。
午
前
二
時
頃
、
突
然
汽
車
が
停
ま
り
下
車
命

令
。
今
度
は
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
北
へ
北
へ
と
進
み
、

や
が
て
部
隊
に
到
着
す
る
と
三
年
満
期
だ
っ
た
。
ど
っ
と

兵
舎
か
ら
外
に
飛
び
出
し
て
来
た
。
両
方
共
敬
礼
、
訓
示

が
始
ま
っ
た
。
こ
こ
は
ソ
満
国
境
守
備
隊
で
あ
る
。 

 

今
諸
君
と
向
か
い
合
っ
て
い
る
諸
君
は
満
期
兵
で
あ
る
。

君
達
と
交
替
し
て
も
ら
う
、
よ
ろ
し
く
頼
む
と
の
こ
と
だ
。

後
で
分
か
っ
た
が
寒
い
は
ず
だ
、
北
辺
の
地
ハ
イ
ラ
ル
で

あ
る
。
一
期
検
閲
も
終
り
各
守
備
の
任
務
に
付
い
た
。
六

カ
月
勤
務
し
て
原
隊
に
帰
る
。
守
備
隊
は
五
地
区
に
別
れ

て
い
る
。
私
は
第
一
地
区
守
備
隊
に
配
属
さ
れ
た
。 

 

間
も
な
く
二
地
区
よ
り
郷
里

ア

ゴ

ヤ

マ

安
居
山
の
Ｓ
曹
長
が
配
属

さ
れ
て
き
た
。
三
、
四
日
ぐ
ら
い
は
何
も
し
な
い
で
い
た
。

こ
の
期
間
が
過
ぎ
る
と
初
年
兵
い
じ
め
。
毎
日
、
毎
日
ビ

ン
タ
が
飛
ぶ
、
私
的
制
裁
で
あ
る
。
私
は
Ｓ
曹
長
の
お
陰

で
事
務
室
勤
務
。「
清
」
は
俺
の
手
伝
い
を
や
れ
と
言
わ
れ
、

Ｓ
曹
長
の
下
で
働
い
た
。 

 

お
蔭
で
ビ
ン
タ
を
も
ら
わ
な
く
て
す
ん
だ
。
そ
の
う
ち

部
隊
編
成
。
こ
の
五
地
区
は
街
を
守
る
た
め
と
い
う
。
し

か
し
重
砲
及
び
火
器
爆
薬
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
様
だ
。

ま
た
再
度
編
成
替
え
が
あ
り
東
山
高
射
砲
隊
に
行
く
こ
と

に
な
り
、
東
山
に
集
結
し
た
。
一
週
間
ぐ
ら
い
た
つ
と
命

令
が
出
た
。
下
士
官
教
育
隊
に
転
出
。
六
カ
月
の
教
育
を

受
け
、
終
わ
る
と
同
日
、
第
七
三
七
部
隊
転
属
が
決
ま
り
、

独
立
守
備
隊
本
部
付
を
命
ぜ
ら
れ
た
。 

 

数
カ
月
過
ぎ
、
あ
る
朝
未
明
、
非
常
呼
集
で
当
番
に
起

こ
さ
れ
営
庭
に
出
て
見
る
と
各
中
隊
は
出
発
準
備
完
了
し

て
い
た
。
し
ま
っ
た
、
急
い
で
本
部
に
命
令
受
領
で
あ
る
。

本
部
に
駆
け
込
ん
だ
。
部
隊
長
に
大
目
玉
を
く
ら
っ
た
。 

 

い
よ
い
よ
ソ
連
軍
参
戦
、
国
境
を
突
破
し
満
州
に
入
っ
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た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 
中
国
人
は
街
か
ら
、
ソ
満
国
境
の
ソ
連
軍
の
い
る
方
向

に
赤
旗
を
立
て
て
行
く
の
が
見
え
た
。
中
国
人
は
日
本
の

軍
隊
が
負
け
る
の
も
前
か
ら
知
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
我
が

方
は
突
然
戦
闘
が
起
こ
る
こ
と
な
ど
夢
に
も
思
わ
な
か
っ

た
。
不
意
を
打
た
れ
右
往
左
往
す
る
有
様
だ
っ
た
。
鳴
崎

少
尉
の
命
令
で
、
各
自
早
く
陣
地
に
行
っ
て
戦
闘
準
備
を

せ
よ
と
の
こ
と
。
私
は
乗
馬
し
て
突
進
し
、
皆
の
来
る
の

を
待
っ
て
い
た
。
陣
地
は
一
地
区
隊
で
、
戦
時
の
時
は
二

地
区
の
陣
地
中
一
番
大
き
く
て
安
全
な
陣
地
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
が
到
着
し
て
も
兵
器
が
な
い
か
ら
戦
闘

準
備
も
で
き
な
い
始
末
だ
。
ま
し
て
や
我
々
は
特
殊
部
隊

で
あ
る
か
ら
高
射
砲
、
野
砲
、
み
な
南
方
戦
線
に
送
ら
れ
、

残
る
は
わ
ず
か
一
五
セ
ン
チ
火
砲
が
一
門
取
り
付
け
て
あ

る
だ
け
。
こ
れ
は
一
五
度
し
か
回
転
で
き
な
い
砲
だ
っ
た
。

ま
た
迫
撃
砲
一
、
二
門
ぐ
ら
い
じ
ゃ
戦
い
は
で
き
な
い
。

後
は
突
撃
の
肉
弾
戦
し
か
な
か
っ
た
。
す
る
と
篠
原
准
尉

が
指
揮
し
て
九
〇
式
野
砲
と
三
八
式
野
砲
各
一
門
ず
つ
一
、

二
地
区
に
分
散
配
備
し
た
。
二
地
区
の
九
〇
式
野
砲
は
新

型
の
砲
で
あ
っ
た
。
一
地
区
の
三
八
式
野
砲
は
明
治
三
十

八
年
式
で
物
の
用
に
は
立
た
な
か
っ
た
。 

 

軍
部
の
指
導
者
は
兵
隊
の
一
人
一
人
が
弾
丸
と
思
っ
て

い
た
よ
う
だ
。
日
露
戦
争
の
二
〇
三
高
地
の
戦
い
ぐ
ら
い

に
し
か
思
わ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ハ
イ
ラ
ル
戦
闘
も
兵
器

の
な
い
戦
い
だ
。
ミ
グ
戦
闘
機
が
飛
来
し
、
日
本
の
ミ
カ

ド
負
け
た
と
の
宣
伝
ビ
ラ
を
ま
い
て
飛
び
去
り
、
何
回
も

何
回
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
た
。 

 

満
鉄
の
駅
の
給
水
塔
は
敵
の
手
中
に
入
り
、
給
水
塔
の

上
で
我
が
方
の
陣
地
が
一
望
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
敵
は

的
を
つ
け
て
射
っ
て
来
る
の
で
百
発
百
中
で
終
っ
た
。
武

器
の
な
い
戦
い
な
ん
て
勝
て
る
訳
が
な
い
。
肉
弾
で
は
戦

争
に
勝
て
る
訳
が
な
い
。
情
け
な
い
、
そ
ん
な
思
い
。
そ

の
う
ち
に
一
地
区
陣
地
が
一
斉
に
火
の
海
と
化
し
、
我
が

軍
も
応
戦
し
た
が
全
滅
。
歩
兵
部
隊
を
指
揮
し
て
い
た
少

佐
も
戦
死
と
の
こ
と
。
ハ
イ
ラ
ル
の
要
塞
も
つ
い
に
ソ
連

軍
の
手
に
落
ち
、
ハ
イ
ラ
ル
戦
も
終
わ
り
ソ
連
軍
の
武
装

解
除
が
始
ま
っ
た
。
戦
闘
が
終
わ
り
陣
地
を
降
り
る
。
皆

下
痢
で
あ
る
。
水
溜
り
の
水
を
飲
ん
だ
か
ら
だ
。
体
は
見
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る
見
る
う
ち
に
衰
弱
し
、
皆
ふ
ら
ふ
ら
だ
っ
た
。
戦
場
整

理
が
始
ま
り
、
物
資
は
す
べ
て
ソ
連
へ
の
輸
送
が
毎
日
の

作
業
で
あ
っ
た
。 

 

東
山
に
あ
る
米
の
山
積
み
及
び
馬
糧
等
々
、
有
り
と
有

ら
ゆ
る
物
を
荷
車
に
積
み
込
み
作
業
が
続
い
た
。
十
月
半

ば
ま
で
か
か
る
。
あ
る
日
「
ダ
モ
イ
ダ
モ
イ
」
と
言
わ
れ

て
貨
車
に
物
と
一
緒
の
よ
う
に
詰
め
込
ま
れ
た
。
ウ
ラ
ジ

オ
回
り
で
帰
る
ん
だ
等
と
皆
適
当
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た

が
、
汽
車
は
ま
た
北
へ
北
へ
と
進
む
。
身
動
き
で
き
ぬ
ほ

ど
詰
め
込
ま
れ
、
一
体
ど
こ
へ
連
れ
て
行
か
れ
る
の
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
。
何
日
か
走
る
と
海
が
見
え
た
。
こ
れ

が
「
ウ
ラ
ジ
オ
」
か
と
思
っ
た
ら
バ
イ
カ
ル
湖
だ
。
皆
失

望
し
た
。 

 

水
を
飲
み
た
く
て
も
水
が
な
い
。
氷
を
割
っ
て
飲
ん
だ
。

希
望
も
何
も
か
も
な
く
な
っ
た
。 

 

幾
日
か
過
ぎ
汽
車
が
停
車
し
下
車
の
命
令
が
あ
り
、
ソ

連
の
兵
隊
が
自
動
小
銃
を
肩
か
ら
掛
け
て
「
ダ
ワ
イ
ダ
ワ

イ
」
と
言
い
、
急
が
せ
た
。
寒
い
寒
い
、
寒
い
と
言
う
よ

り
も
痛
い
と
い
う
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
着
い
た
所

は
エ
ニ
セ
イ
川
岸
だ
っ
た
。
川
は
一
面
凍
り
、
川
幅
は
広

く
、
向
こ
う
岸
が
見
え
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。
夏
は
川
に
船

が
浮
び
、
冬
は
凍
っ
て
道
路
と
な
り
、
都
合
の
良
い
国
と

思
っ
た
。
見
る
物
は
自
動
車
か
ら
着
る
物
、
食
料
品
、
み

ん
な
米
国
製
品
に
は
驚
い
た
。
ソ
連
兵
は
教
育
が
低
く
、

ま
と
も
に
数
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
兵
隊
が
い
た
よ

う
だ
。
共
産
主
義
の
片
寄
っ
た
教
育
だ
ろ
う
。 

 

国
の
上
層
部
だ
け
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
一

般
民
衆
は
働
け
働
け
と
言
う
政
治
の
よ
う
だ
っ
た
と
思
わ

れ
た
。 

 

捕
虜
、
食
事
は
満
州
か
ら
持
っ
て
来
た
馬
糧
の
豆
粕
で

あ
っ
た
。
粗
悪
な
食
事
。
零
下
三
〇
度
、
四
〇
度
の
中
、

仕
事
ノ
ル
マ
が
課
さ
れ
て
、
ノ
ル
マ
を
完
遂
し
な
い
と
食

事
が
減
ら
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
に
栄
養
失
調
者
、
ま
た
病

人
が
続
出
し
、
朝
起
き
る
と
隣
に
寝
て
い
る
戦
友
が
冷
た

く
な
っ
て
死
ん
で
い
っ
た
。
こ
ん
な
事
は
珍
し
く
は
な
い
。

将
校
連
中
は
将
校
食
で
作
業
も
免
じ
ら
れ
、
ぬ
く
ぬ
く
し

て
い
た
。
兵
隊
は
日
々
に
弱
り
死
ん
で
い
っ
た
。 

 

そ
う
し
て
い
る
間
に
民
主
運
動
と
い
う
の
が
始
ま
り
ア
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ク
チ
ー
ブ
が
出
て
き
て
、
共
産
主
義
の
宣
伝
が
始
ま
っ
た
。

ソ
連
の
連
中
に
吹
き
込
ま
れ
得
意
顔
を
し
て
い
た
。
日
本

に
帰
っ
て
そ
ん
な
も
の
が
通
用
す
る
も
の
か
と
思
っ
た
。

天
皇
制
打
倒
と
か
ス
タ
ー
リ
ン
元
帥
万
歳
な
ん
て
威
張
っ

て
い
た
。
赤
に
染
ま
っ
た
よ
う
な
ふ
り
を
し
な
い
と
吊
し

上
げ
ら
れ
て
、
反
動
分
子
に
さ
れ
る
の
で
仕
方
な
く
天
皇

制
打
倒
、
ス
タ
ー
リ
ン
大
元
帥
万
歳
と
檄
を
飛
ば
す
。
信

念
が
入
っ
て
い
な
い
と
ま
た
叩
か
れ
、
い
や
な
奴
等
だ
と

思
う
。 

 

今
度
は
自
分
の
番
が
来
て
、
栄
養
失
調
で
マ
ラ
リ
ア
に

か
か
り
、
病
院
に
運
ば
れ
三
カ
月
間
ぐ
ら
い
で
退
院
。
ま

た
百
人
ぐ
ら
い
奥
地
へ
送
ら
れ
三
年
も
過
ぎ
て
い
た
。
今

度
は
鉄
道
の
仕
事
だ
。 

 

一
年
ほ
ど
過
ぎ
て
ダ
モ
イ
で
ナ
ホ
ト
カ
に
集
結
、
ダ
モ

イ
ラ
ー
ゲ
ル
に
入
り
、
今
度
は
作
業
も
な
く
帰
る
船
が
入

る
ま
で
民
主
教
育
だ
っ
た
。
帰
還
船
高
砂
丸
に
。
満
四
年

と
八
カ
月
、
よ
く
生
き
て
こ
ら
れ
た
。
船
の
中
で
つ
く
ず

く
生
き
た
感
じ
だ
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
抑
留
は
生
き
地
獄
だ

っ
た
。
誰
に
話
そ
う
と
も
、
実
際
に
抑
留
生
活
を
し
た
者

で
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
に
非
人

間
的
な
扱
い
で
あ
っ
た
。 

 

い
よ
い
よ
昭
和
二
十
四
年
八
月
十
日
、
ソ
連
ナ
ホ
ト
カ

さ
ら
ば
、
同
月
十
五
日
舞
鶴
に
上
陸
。
こ
れ
で
や
っ
と
日

本
の
土
を
踏
ん
だ
。
長
か
っ
た
抑
留
生
活
、
徴
用
工
か
ら

始
ま
り
、
北
満
の
ハ
イ
ラ
ル
の
軍
隊
生
活
、
そ
し
て
敗
戦
、

シ
ベ
リ
ア
に
送
ら
れ
た
。
十
年
間
の
歳
月
は
流
れ
、
暗
黒

な
無
意
味
な
青
春
だ
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
四
年
十
月
、
戦
友
の
阿
幸
地
の
堀
水
と
富
士

宮
駅
に
降
り
立
っ
た
。
皆
の
出
迎
え
を
受
け
敬
礼
と
一
言
、

「
同
志
ス
タ
ー
リ
ン
元
帥
の
お
蔭
で
た
だ
い
ま
帰
国
致
し

ま
し
た
」
と
言
っ
た
。
出
迎
え
の
皆
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
い
始
め

た
。
以
後
は
要
注
意
人
物
に
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
堀
水
君
の
兄
に
お
世
話
に
な
り
、
望
月
家
の

娘
を
世
話
さ
れ
結
婚
、
幸
せ
な
生
活
を
送
り
実
家
を
出
た
。 

 

一
文
商
い
か
ら
苦
労
し
て
現
在
の
サ
ン
ス
ト
ア
ー
株
式

会
社
を
経
営
。
お
蔭
様
で
お
客
様
の
支
持
を
受
け
、
何
と

か
や
っ
て
い
ま
す
。
子
供
は
女
ば
か
り
三
人
で
、
孫
が
九

人
、
皆
で
家
業
の
ス
ー
パ
ー
を
手
伝
っ
て
い
る
。
妻
は
平
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成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
一
月
一
日
に
他
界
し
た
。
私
も

腰
痛
治
療
の
た
め
、
平
成
十
六
年
八
月
か
ら
十
二
月
ま
で

四
カ
月
入
院
、
手
術
を
受
け
、
現
在
仕
事
は
出
来
な
い
が
、

会
社
は
子
供
達
に
任
せ
毎
日
体
の
療
養
に
専
念
し
て
い
る
。 

 

豊
か
な
、
そ
し
て
便
利
な
世
の
中
に
な
っ
た
が
、
そ
の

蔭
で
幾
十
万
、
幾
百
万
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
か
。
私

達
シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。 

  
 

 

私
の
略
歴 

大
正
十
二
年
一
月
二
十
二
日 

静
岡
県
富
士
郡
富
丘
村
大

中
里
一
七
八
七
番
地
に
生
ま
れ
、
兄
弟
十
人
の
長
男 

昭
和
九
年 

富
丘
小
学
校
高
等
科
二
年
卒
業 

昭
和
十
七
年
一
月 

兵
隊
志
願
、
甲
種
合
格 

昭
和
十
八
年 

関
東
軍
第
八
国
境
守
備
隊
入
隊 

同
年
六
月 

ハ
イ
ラ
ル
病
馬
廠
に
勤
務 

昭
和
十
八
年
十
一
月 

ハ
イ
ラ
ル
東
山
高
射
砲
隊
に
編
入
、

同
年
十
一
月
末 

下
士
官
教
育
隊 

昭
和
十
九
年 

第
七
三
七
部
隊
に
転
属
、
本
部
付
と
な
る 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日 

敗
戦 

同
年
十
月
に
ソ
連
軍
に
よ
り｢

シ
ベ
リ
ア｣
コ
ム
ソ
モ
リ
ス

ク
抑
留 

昭
和
二
十
四
年
八
月 

ナ
ホ
ト
カ
港
よ
り
高
砂
丸
で
帰
国 

昭
和
二
十
四
年
十
一
月 

占
領
軍
Ｇ
Ｈ
Ｑ
よ
り
出
頭
命
令
、

同
年
十
二
月 

解
除
さ
る 

昭
和
二
十
五
年
よ
り
現
在
地
に
て
ス
ー
パ
ー
橋
本
や
経
営 

現
在
に
至
る 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

生
年
月
日 

 
 

大
正
十
二
年
一
月
二
十
二
日 

学 

歴 
 
 
 

富
丘
村
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
（
昭
和

九
年
） 

職 

歴 
 
 

 

名
古
屋
兵
器
工
場
及
び
農
業 

家
族
構
成 

 
 

娘
、
記
世
子
、
容
子
、
三
人
（
現
在
） 

軍 

歴 
 
 
 

昭
和
十
八
年
一
月
、
福
岡
集
合
、
名
古

屋
八
部
隊
野
砲
高
射
砲
部
入
隊 

昭
和
十
八
年
二
月
満
州
ハ
イ
ラ
ル
、
第

八
国
境
守
備
隊
（
野
砲
隊
）
現
地
入
隊 

終
戦
抑
留
歴 

 

昭
和
二
十
年
十
一
月
、
シ
ベ
リ
ア
・
コ
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ム
ソ
モ
リ
ス
ク
雑
作
業 

復
員
年
月 

 
 

昭
和
二
十
四
年
八
月
十
五
日
、
舞
鶴
上

陸 

復
員
後
の
職
歴 

商
店 

ス
ー
パ
ー
経
営
、
現
在
に
至
る 

（
静
岡
県 

熊
谷 

精
一
） 

 

シ
ベ
リ
ア
哀
歌 奈

良
県 

 

川 

端 

真
一
郎 

 
 

 

理
不
尽
に
襲
ふ
や
は
げ
し
北
お
ろ
し 

 

雪
原
を
北
へ
北
へ
と
俘
虜
の
貨
車 

 

容
赦
な
く
シ
ベ
リ
ア
吹
雪
俘
虜
を
打
つ 

 

吐
く
息
の
髭
に
氷
柱
と
な
り
い
た
り 

 

地
吹
雪
や
前
ゆ
く
兵
に
確
か
と

つ蹤
き 

 

呼
び
交
は
す
声
凍
て
つ
け
り
伐
採
林 

 

凍
て
し
樹
の
斧
は
ね
返
す
こ
だ
ま
か
な 

 
凍
て
土
に
戦
友
葬
り
し
日
の
無
口 


